
令和７（2025）年度　事業報告

　公益目的事業　美術品の展示及び調査研究などの美術館事業

１ 　展覧会の開催

展覧会名 期　　間 日数 説　　　　　　　明

入館料　一般1,200円

入館料　一般1,200円

入館料　一般1,300円

入館料　一般1,200円

入館料　一般1,200円

合　　計 218

関連事業

 美術資料の収集

寄贈申出が１１７点あった。山下摩起、奥田善巳、木下佳通代、植松奎二、大石輝一、松井　正、北川民次の作品、
また関西万博のポルトガル館で開催された「ポルトガルのグラフィックデザイン」展に出品されたポスターである。令和
７年３月１０日に専門委員会を開催し作品の価値、価格などについて検討をいただき、受入れを決定した。

　　講演会・スライドトークを実施　１2回　　　　　　　　出張スライドトーク　（於：西宮市北口図書館、鳴尾図書館）　　6回

　　ミュージアムコンサート実施　５回（内１回は　絵本原画展開催中の子供向けコンサートとした）　

　　ワークショップ実施　8回

　　教育機関の教育活動の受け入れ　１1校  （小学校8校、大学3校） 

　　美術に関する創造活動の支援及び専門的人材の育成事業

　  博物館実習生の受入　8校より8名

2018年、2020年に開催した＜展覧会とコレクション＞シ
リーズの第３弾。美術館には作品とともに、作家や作品に
関する研究を進めるうえで重要な資料が所蔵されてい
る。本展では作品とともに未来へ引き継がれていく大切
な館蔵資料を紹介した。
＜同時開催＞2024年度に新たに収集した作品を紹介し
た。

タイガースは日本のプロ野球球団として戦前からの歴史
を持ち「タイガース」という名称を球団創設期より一貫して
使っている唯一の球団といえる。またトラのマークも同様
に長い歴史を持つ。「デザイン」という用語も、ブランディ
ング戦略としてのデザインという概念もまだまだ定着して
いなかった戦前期より、ネーミングとキャラクターという手
法で多くのファンを魅了してきた阪神タイガースの魅力を
「デザイン」をキーワードに紹介した。

世界で唯一の子どもの本専門の見本市、ボローニャ・チ
ルドレンズ・ブックフェアでは、毎年、世界最大級の絵本
原画コンクールが行われている。本展は、2025年入選作
品による恒例の展覧会。
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8/16～10/13

41

50

野球とデザイン　阪神電鉄
と阪神タイガース展

阪神タイガース創設９０周
年、西宮市１００周年、阪神
電鉄開業１２０周年

＜同時開催＞当館所蔵　５
人の具体作家展

1/17～3/8

―西宮市大谷記念美術館
の―展覧会とコレクション(3)
つなげる美術館ヒストリー

<同時開催>新収蔵品展

4/1～5/18

（2025年３月20日から
の継続開催）

５/31～7/27

2025イタリア・ボローニャ
国際絵本原画展

「松」は雪中にも青々として「徳」を示すめでたい画題とし
て親しまれてきた。本展では様々な「松」が描かれた江戸
時代の作品を、地元摂津の画人を中心に紹介する。
「松」にまつわる様々な物語も紹介し、西宮市制１００周年
を祝った。

西宮市１００周年を期に新たに収蔵した勝部如春斎、金
山平三、東ドイツのポスターなどの作品を、関連する館蔵
品とともに紹介した。

＜同時開催＞木版画家の第一人者として京都を拠点に
活躍した黒崎彰を紹介する小企画展を行った。

西宮市１００周年　めでたい
松展　祝いましょう。松の絵
のさまざま

西宮市１００周年　新収蔵品
展

＜同時開催＞館蔵品作家
研究　木版画家・黒崎彰

10/25～11/30
32

44



法人運営

１ 　理事会開催

会　議　名 開　催　日 出席者 主な議案等

理事 令和６（2024）年度事業報告及び決算の件

令和7（2024）年度収支補正予算（第1回）の件

監事 定時評議員会招集の件

評議員候補者選任の件、理事候補者選任の件

　 その他

理事 理事長及び常務理事選任の件

監事

理事 令和８（2026）年度事業計画及び収支予算の件

監事 令和7（2024）年度収支補正予算（第２回）の件

その他

２ 　評議員会開催

評議員 令和６（2024）年度事業報告及び決算の承認の件

理事 評議員、理事選任の件

監事 その他

　

３ 　その他

非常照明更新工事、制御盤内機器電源ユニット交換工事、給水槽給水装置廻り修繕工事　ほかを実施。

定時評議員会 ６月１２日

第１回理事会 ５月１９日

第３回理事会 令和８年３月３日

第2回理事会 ６月１２日


